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——「がん」は「幹細胞」の病気——

「がん幹細胞の謎にせまる」
新時代の先端がん治療へ
（⼭崎裕⼈著 ちくま新書 880円税別 2015年8⽉刊⾏）

      気楽に読める⼀般向けの本で、アンダーライティングに
役⽴つ最新の医学知識をゲットしよう。そんなコンセプト
でブックガイドしています。査定歴20年の⾃称査定職⼈ド
クター・ホンタナ（ペンネーム）です。今回のテーマは
「がん幹細胞」。
     卵⼦と精⼦が合体して受精卵に。受精卵は次々に細胞分
裂を繰り返します。この時、単に分裂するのではなく、分
裂回数に合わせて次第に、⼿になるべき部分は⼿に、⼼臓
になるべき部分は⼼臓に・・という具合に最終⽬的の臓器
になるために段々と分化していくわけですね。その段々と
分化していく途中で、それまで持っていた何にでもなれるという多能性も次第に失われてい
きます。（このあたり我々の⼈⽣とも似てますね・・）
     ⾎液で⾔えば、⾚⾎球にも⽩⾎球にも⾎⼩板にもなれたものが、⽩⾎球⽅向に分裂・分化
していくともう⾚⾎球にはもどれません。その⽩⾎球⽅向にすすんだものもさらに好中球や
リンパ球へと分裂・分化していきます。「幹細胞」とはまだ最終⽬的まで到達しておらず、
分化する能⼒がいくばくかでも残っている細胞と考えればいいでしょう。
     「がん幹細胞」理論とは、この「幹細胞」に異常（＝変異）がおこって「がん幹細胞」と
なり、そこから先、まちがった分化をした「がん細胞」を作りつづけるというものです。つ
まり、この「がん幹細胞」の存在こそががん発⽣の本質というわけです。肝臓がんを例にと
ると、成熟肝細胞ががん化するのではなく、成熟肝細胞を産み出すべく肝臓に潜んでいる肝
細胞の「幹細胞」ががん化するのです。ですから、抗がん剤で「がん細胞」をやっつけても
「がん幹細胞」が残っているかぎり、この「がん幹細胞」はまたちがう変異をもつ「がん細
胞」を作るようになり、そうなるとそれまで効いていた抗がん剤も効かなくなります。
     幹細胞の研究は、「受精卵がいかにして分化していくのか」という発⽣学の側からせまる
アプローチが昔からあって、そこからはクローン⽺ドリーなどを経由してiPS細胞が作られま
した。⼀⽅、「がんはなぜできる」という腫瘍学の側から⾒れば、今回紹介するように「幹
細胞」レベルでおこる遺伝⼦変異などの細胞異常こそが、がんのもと＝「がん幹細胞」とい
う考え⽅が最先端です。そして、現在はこの2つの最先端はかなり近接してきています。で
すからiPS細胞を治療に応⽤しようとする場合、iPS細胞のがん化という問題が出てくるのは
当然といえば当然なのです。
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     2015年発⾏の本書「がん幹細胞の謎にせまる」は現時点でも「がん幹細胞」を正⾯切っ
て解説してくれる唯⼀の⼀般書です。本書を読めば「がんとは幹細胞の病気」であるとすっ
きりと理解できるでしょう。そして、「がん細胞」だけを標的とするだけのではなく、「が
ん幹細胞」をも標的とした治療こそが「新時代の先端がん治療」であり、それが現在の研究
の最前線になっていることも納得です。
     がん研究の歴史は以前紹介した「がん―4000年の歴史」でもかなり詳しく書かれていま
したが、そのさらに先にある「がん幹細胞」のことを知るには本書が第⼀選択でしょう。ち
くま新書もあなどれません。
     しかし、こうやってがんの発⽣についての研究がすすみ、がんさえもが慢性病のひとつと
して治療できるようになったら⼈はどんな病気で死ねばいいのか・・・と考えてしまいます
ね。（査定職⼈ ホンタナ Dr. Fontana 2018年1⽉）
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